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水－アルゴン錯体イオン H2O+Ar の中赤外領域における光解離過程とした。 
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第 2 章 実験原理と実験手法 











第 3 章 (CO2)2+の可視領域における光解離過程 
  (CO2)2+の可視光解離実験の先行研究では，2 つの異なる解離過程が示唆された。しかしながら，そ
の内一方の解離過程が生じる原因は明らかではなかった。また可視光励起によって生成する(CO2)2+の電
子励起状態の理論的な特徴づけも，不十分であった。 
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第 6 章 総括 






















第三章では、(CO 2 ) 2 + の可視領域における光解離過程の画像観測ついて記述した。また電子励起
状態を含む(CO 2 ) 2 +のポテンシャルエネルギー曲面の量子化学計算と、非断熱遷移を考慮した分子
動力学シミュレーションを行い、異なる 2 つの解離過程を明らかにした。  
第四章では、O 2 +(H 2 O)の可視領域と紫外領域における光解離過程の画像観測について記述した。
可視光励起で観測された解離イオン O 2 +の生成過程と、紫外光励起で観測された H 2 O+の生成過程
を、量子化学計算によるポテンシャルエネルギー曲面とともに議論した。  
第五章では、H 2 O+Ar の中赤外領域における光解離過程の画像観測について記述した。実験では





ことを示している。ゆえに，中島祐司提出の博士論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める。  
 
